
 
  
 

 

 
 
 
学校経営から学ぶ 

学校スローガン「挑戦と感謝」を掲げ、学校の教育目標「豊かな

創造力と 温かい思いやりの心をもち たくましく生きる生徒の育

成」を実現するために、この目標の設定理由やそれぞれの意義の共

通理解を丁寧に行っています。そして、この最上位目標を具現化す

るために、本年度は３つの重点目標「わかる授業を通して意欲的に

学ぶ生徒」「心豊かな生徒」「自治活動ができる生徒」を設定してい

ます。注目すべきは、学校経営計画（評価）の各取組項目を重点的

取組と具体的な取組指標に分けて記載し、検証については生徒の姿

を中心に行い、改善策を定めています。その際の、検証改善サイク

ルも、教科は単元毎に、学級や学年は月１回行うなど短期的に行っ

ているのでより効果的な改善が期待されます。 

今後は、学校の教育目標をより具現化するために、協議で出され

た「『うれしい』『ここを教えてください』・・等自分の思いや、自

分が考えたことを自分の言葉で表現できる」というような、学校が

育成を目指す資質・能力（「言語能力」等、教科横断的な資質・能

力）を定めることで、それぞれの取り組みが、何のため（生徒にどのような力をつけ

るため）に行うのかを意識して実践できると思いました。 

 

授業から学ぶ
 

   
分散登校のため、授業を参観することは叶いま

せんでしたが、事前に校内研究について資料と質

問項目を示して頂き、協議には研究主任を同席さ

せて説明を行うなど、「わかる授業」に向けての

真摯な取り組みを感じました。２学期は「ふりか

えり」に焦点化した研究を行うようで、教科担任

制である中学校ではとても価値のある取り組みだと思います。是非とも推進をしてく

ださい。そして、広く発信もしてほしいと願います。 

今後は、指導案にある「振り返り」には、生徒がどのような事を書くのか、どんな

姿になったら良いのか等、教師が願う具体的なゴールの姿を「子どもを主語」とする

ことで、「ねらい」との連動や評価規準がより明確になります。そのような、日常的な

実践を行うことで授業力がより向上すると思いました。 

最後に、石川校長先生の「今度は是非、生徒達の授業の様子を見てください！」と

いう力強い言葉が印象的でした。生徒の姿から学ぶ。教師は授業で勝負する！現状に

満足せず、学び続ける教職員集団の姿勢を感じることができました。  
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